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編集発⾏ 有限会社アクトインターナショナル 
〒980-0021 宮城県仙台市⻘葉区中央 4-7-25 

ライオンズマンション中央 309 号 
TEL︓022-266-6865 

糖尿病とは︖  
私たちの⾎液中にはブドウ糖が含まれていて、
その濃度を⾎糖値といいます。糖尿病とは⾎
糖値が⾼い「⾼⾎糖」状態が続く病気です。 

⾎液中のブドウ糖は膵臓
す い ぞ う

 を刺激してインスリン
を分泌させます。インスリンはブドウ糖を⾎液
中から細胞内へ移動させる働きがあり、⾎液
中のブドウ糖の量をコントロールしています。細
胞内に取り込まれたブドウ糖は体を動かすエネ
ルギーに変換されてすぐに消費されたり、必要
な時まで脂肪などとして蓄えられます。 
しかし、 
●インスリンが体内で⼗分につくれない 

⇒「１型糖尿病」 
●細胞がインスリンに正常に反応しない 

⇒「２型糖尿病」 
このような場合、⾎糖値が⾼くなったり、細胞
内のブドウ糖が不⾜するなどして糖尿病の症
状やさまざまな合併症を引き起こします。 

●１型糖尿病︓⾃⼰免疫系が膵臓のインス
リン産⽣細胞を攻撃・破壊してしまい、膵臓が
インスリンをつくれなくなる病気です。以前は若
年型糖尿病・インスリン依存性糖尿病と呼ば
れていたように、多くは⼩児期・⻘年期の３０
歳前に発症しますが、３０歳を超えて発症す
る⼈もいます。１型糖尿病患者の治療はイン
スリンを必要とします。 
●２型糖尿病︓膵臓でインスリンはつくられて
いますが、⾝体がインスリンの作⽤に抵抗性を
⽰し⾼⾎糖になる病気です。肥満によってイン
スリン抵抗性が引き起こされるため、患者のほ
とんどが肥満・過体重です。進⾏するにつれて
膵臓のインスリン産⽣⼒が弱まり、さらに⾼⾎
糖を増悪させる場合があります。以前は成⼈
型糖尿病・インスリン非依存性糖尿病と呼ば
れていたように、30 歳以上の成⼈が発症し年
齢が⾼くなるにつれて多くなります。 

しかし、最近では⼩児肥満の増加に伴い⼩児期
に発症することも増えているようです。２型糖尿
病患者の治療は⾷⽣活の改善と運動、⾎糖降
下薬の服⽤です。⽣活習慣の改善によって⾎糖
コントロールができれば薬剤による治療を回避・
中⽌できることがあります。 

高血糖になるとこんな症状が 
⾼⾎糖による主な 3 つの症状 
●尿量が増加する（多尿・頻尿） 
●のどの渇きが強くなる（多飲） 
●空腹感が強くなる 

⾎液中のブドウ糖は
ある⼀定量を超える
と尿中に排出される
ため、尿中のブドウ
糖を薄めようと腎臓
は⽔分を過剰に排出して尿量が増加します（多

尿・頻尿）。 
⇒排尿が増加するこ
とにより、異常にのどが
渇きたくさん⽔分を摂
取します（多飲）。
また、ブドウ糖が細胞

に取り込まれず尿中に排出されるためエネルギー
不⾜を起こし空腹感を覚えます。その他に、かす
み目、眠気、吐き気、持久⼒の低下などの症状
が起こることもあります。しかし、２型糖尿病の場
合、⾼⾎糖によるこれらの症状が現れず、合併
症の症状によって⾼⾎糖に気づく⼈もいます。 

高血糖をそのまま放置していると 
怖い糖尿病合併症に︕ 

糖尿病による⾼⾎糖を治療・コントロールせずそ
のままにしておくと、主な３つの症状だけではなく、
時には命にかかわる合併症の症状が起こります。 

糖尿病の合併症は⼤きく「急性合併症」と「慢性
合併症」の２つに分けられます。 

【急性合併症】︓突然、劇的に始まります。
早く気づき速やかに治療をしなければ⽣命の
危険を伴います。 

●糖尿病ケトアシドーシス︓⾎糖値を下げる
インスリンが不⾜して起こる症状です。⾎糖(ブ
ドウ糖)をエネルギー源として利⽤できないた
め、⾝体は緊急措置として脂肪を分解してエ
ネルギー源として使います。脂肪の分解によっ
てケトン体という物質が⾎液中に増え、⾎液
が酸性に傾き極度の脱⽔状態を引き起こしま
す。急にのどが渇き、多飲・多尿で全⾝がだる
くなります。腹痛や吐き気を伴うこともありま
す。⾎糖値が急激に上昇し意識がなくなる昏
睡状態に陥ることもあるため⼤変危険です。 
１型糖尿病患者がイン
スリン注射を打たなかった
など、適切なインスリン投
与がされなかったときに起
こります。また、２型糖尿
病患者でもジュースやスポーツドリンクを⼀度に
たくさん飲むなどして⼤量の糖分を摂取したと
きに、膵臓が対応できず⾎糖値が急上昇して
昏睡を引き起こすことがあります。 
●⾼浸透圧

こ う し ん と う あ つ
⾼⾎糖
こ う け っ と う

症候群
し ょ う こ う ぐ ん

︓異常な⾼⾎糖
により極度の脱⽔と意識障害を起こします。
２型糖尿病患者に起こることが多く、インスリ
ンの分泌はある程度保たれているため、あまり
脂肪は分解されず⾎液中のケトン体はそれほ
ど増えません。この合併症は⾼齢者に多くみら
れます。全⾝状態が悪い時にはいつもよりたく
さんのインスリンが必要になるため、肺炎や感
染症、脳梗塞や⼼筋梗塞など糖尿病以外の
病気がきっかけとなり起こることがあります。 

このような急性合併症は適切な糖尿病の治
療を⾏っていればめったに起こりません。⾃⼰
判断で治療をやめることなく必ず継続してくだ
さい。⽇頃の糖尿病治療がとても⼤切です。 



【慢性合併症】︓数年から数⼗年かけてゆっ
くり⽣じます。かなり進⾏するまで症状がでな
いこともあるため、合併症が進⾏してはじめて
糖尿病に気づく⼈もいます。⾼⾎糖が何年
間も続くと、⾎管が傷ついたり詰まったりして⾎
流が滞ってしまいます。全⾝の⾎管が影響を
受けるため多くの臓器が障害されます。 
慢性合併症は⼤きく 3 つに分類されます。 

●微⼩⾎管疾患︓細い⾎管が傷つけられて⽣
じる、糖尿病特有の合併症です。 
   糖尿病網膜症

も う ま く し ょ う
 

   糖尿病腎症
じんしょう

 
   糖尿病神経

し ん け い
障害
しょうがい

 
●⼤⾎管疾患︓⾼⾎糖のほかに⾼⾎圧・脂質
異常症・肥満・加齢・喫煙などが伴うと動脈硬化
症につながり⼤きな⾎管を障害します。 

脳梗塞 
   ⼼筋梗塞・狭⼼症 
   末梢動脈疾患 
●免疫機能不全︓⾼⾎糖が細胞免疫性に
直接影響を及ぼし、細菌および真菌感染症
に罹りやすくなります。 
   糖尿病⾜

あ し
病変
びょうへん

 ※糖尿病患者に起こる
⾜のトラブルをまとめて 

●糖尿病網膜症︓眼の中にある網膜には
細い⾎管が広がっていて神経細胞に酸素や
栄養を配っています。⾼⾎糖の状態が⻑く続
くとその⾎管がもろくなったり、閉塞したりして
網膜剥離や眼底出⾎が起こり、視⼒低下や
失明の原因となります。⽇本における失明の
原因で⼀番多いのは緑内障ですが、糖尿病
網膜症は３番目に多い原因といわれていま
す。視⼒低下などの⾃覚症状は、網膜症が
重症になるまででてこないこともありますので、
糖尿病の⼈は網膜症と診断されていなくても
年 1 回は眼科で検査を受けましょう。適切な
治療により網膜症を予防でき、また、発症し
たとしても重症化を防ぐことができます。 
●糖尿病腎症︓腎臓は⾎液をろ過して⾝
体に必要なものを残し、不要なものは排泄す
るフィルターのような働きをしています。⾼⾎糖
の状態が⻑く続くとこのフィルターがうまく機能
せずにろ過できる⾎液の量が減ります。⾎液
検査でクレアチニン値が⾼くなっている場合は
腎臓で尿がつくれなくなっているかもしれませ
ん。さらに腎臓の機能が低下すると、⾝体に
必要な成分であるアルブミンやタンパク質が尿
にでてきてしまいます。尿検査でアルブミン尿
値、タンパク尿値が⾼いほど腎臓の機能が低
下しているということです。腎機能の低下が進
⾏し末期腎不全に⾄ると透析療法が必要に
なります。透析患者の原因疾患で最も多い
のは糖尿病腎症です。腎症は無症状で進⾏
することが多いため、気づかぬうちに重症化し
ていることもあります。糖尿病の⼈は定期的に
尿検査や⾎液検査を受けましょう。また、糖
尿病腎症の⼈は神経障害、網膜症、⼤⾎
管疾患などその他の合併症につながりやすい
とも⾔われていますので、これらの合併症につ
いても定期的にチェックするようにしましょう。 
●糖尿病神経障害︓⾼⾎糖による⾎流の
低下は神経にも栄養が⾏き渡らなくなり、結
果、神経の働きも障害されてしまいます。 

神経障害の症状は痛みや痺れ運動⿇痺だけで
なく、胃腸運動の異常、発汗障害、⾎圧調節の
異常など障害される神経によってさまざまです。とく
に痛みや感覚が無くなる症状の場合、⼼臓に異
常が起きても無痛のため気づかず重症化したり、
⾜裏の傷に気づかず感染症から⾜の切断に⾄る
など、神経障害があると合併症に気づきにくく重
症になる場合があります。 
●脳梗塞︓脳に栄養を運ぶ⾎管がつまって脳の
組織が障害された状態です。脳の⾎管が破れて
出⾎する脳出⾎とともに、糖尿病の⼈はそうでな
い⼈と⽐べ脳の⾎管が傷つきやすくなっています。
意識障害や⼿⾜の⿇痺、感覚異常などの症状
が現れた場合は、速やかに医療機関を受診し治
療することが⼤切です。 
●⼼筋梗塞・狭⼼症︓⼼臓に酸素や栄養を運
んでいる冠動脈が細くなり、必要な酸素・栄養が
⾏き渡らなくなる狭⼼症。冠動脈が詰まり⼼臓の
組織が障害されてしまう⼼筋梗塞。どちらも、糖
尿病の⼈は発症しても胸痛がでないことがあり、ま
た、広い範囲の⾎管が傷ついていることがありま
す。特に症状がなくても、⼼電図など⼼臓の検査
で異常がある⼈や、糖尿病の合併症が進んでい
る⼈は注意する必要があります。 

●末梢動脈疾患︓⼿⾜の⾎管も脳や⼼臓
の⾎管と同じく動脈硬化が進み⾎管が細くな
ると、⾎流が悪くなり冷えや痺れといった症状
が現れます。特に⾜の⾎流が低下すると重怠
さや痛みを感じ歩けなくなることもあります。重
症化すると安静時にも痛みがでたり、⾜に潰
瘍ができ組織が死んでしまう壊疽が起こること
もあります。 
●糖尿病⾜病変︓⽔⾍や細菌に感染しや
すいうえに、末梢動脈疾患で⾎流が低下し、
神経障害による⾜の感覚低下で痛みなどの
症状が現れにくくトラブルに気づかないこともあ
ります。⼩さな傷から⾜の壊疽が広い範囲に
わたり治癒が⾒込めない状態になると、⽣命
を守るため⾜を切断しなくてはならない場合も
起こります。糖尿病の⼈は⾜を毎⽇観察する
ことがとても⼤切です。 

これら怖い合併症を予防するためには 
●徹底した⾎糖コントロール 
●⾎圧・脂質のコントロール 
●体重のコントロール 
●禁煙・禁酒 
●専門医による定期的な検査 
●なにより、糖尿病と合併症の治療の継続
（勝⼿に治療をやめないこと）が⼤切です。 

3g×90 包 
税込価格 14,580 円 

ニワナで血流改善 
SOD 様⾷品「ニワナ」は、増えすぎた活性酸
素を取り除く作⽤をもつ酵素「SOD」と同じよ
うな働きをする健康⾷品です。⾎管に付着し
た過酸化脂質を取り除き⾎流を良くします。 

治療は 
続けましょう 


